
   
 

                         

      

                            

サ
ミ
ッ
ト
開
催
予
定
地 

第
二
十
回 

 

山
形
県
上
山
市
「
小
倉
の
棚
田
」 

第
二
十
一
回 

 

佐
賀
県
玄
海
町
「
浜
野
浦
の
棚
田 

                             

納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

八
月
三
日(

土)

、
連
谷
会
館
・
連
谷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
で
恒
例
の
盆
踊
り
大

会
を
小
学
校
校
庭
で
開
催
す
る
。 

地
区
住
民
の
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
ま
す
。
バ
ザ
ー
も
あ
る
で 

小
銭
を
持

っ
て
来
て
お
く
れ
ん
の
ん
・
・
・ 

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
無
惨 

 

千
枚
田
入
り
口
の
遊
歩
道
脇
に
連
谷

小
学
校
の
児
童
達
が
植
え
た
ホ
ウ
ラ
イ

ジ
ユ
リ
の
「
つ
ぼ
み
」
が
ふ
く
ら
み
は
じ

め
た
。
大
輪
を
咲
か
せ
、
訪
れ
る
人
々
に

一
服
の
清
涼
剤
を
与
え
る
こ
と
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
六
月
三
十
日
の
朝
、
イ
ノ

シ
シ
が
球
根
を
掘
り
、
無
惨
な
姿
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
ど
も
達
の
真
心
ま
で
踏

み
に
じ
る
「
イ
ノ
シ
シ
」
が
憎
い
。 

マ
ム
シ 

 

今
年
は
千
枚
田
で
す
で
に
五
匹
以
上

の
捕
獲
情
報
が
あ
り
、
や
け
に
マ
ム
シ
が

多
い
。
気
を
付
け
よ
う
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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第 19 回全国棚田(千枚田)サミット概要 

開催日程 平成 25 年 11 月 8 日(金)～9 日(土) 

開 催 地 和歌山県有田川町 

開催テーマ 人、まち、棚田 ともに未来へ  

～伝えよう!・まもる心・うけ継ごう! 豊かな恵み～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催趣旨 農家の高齢化や担い手不足など農業を取り巻く情勢は厳しさを増

していますが、地域の景観や水源環境、洪水防止など先人達が守

り続けてきた、棚田が持つ多面的な機能を将来にわたり、持続し

ていく取り組みが必要となってきています。そのため、第 19 回全

国棚田(千枚田)サミットを有田川町で開催し、サミットを契機とし

た継続的な棚田保全活動へのつながりを期待し、地域一丸となっ

て取り組める共有テーマを策定し、具体的な実践活動につなげて

いきます。 

棚田現地見学会 日本の棚田百選「あらぎ島」・「沼の棚田」 

ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ 



農 
休 

み 

研
修
旅
行 

 
七
月
六
日
、
連
谷
明
老
ク
ラ
ブ
二
十
七

名
は
蒲
郡
市
西
浦
温
泉
「
葵
」
へ
観
劇
を

兼
ね
た
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。 

建
前
は
あ
く
ま
で
研
修
で
あ
る
が
本

音
は
親
睦
旅
行
で
、
ま
ず
、
ガ
ン
封
じ
寺

で
有
名
な
無
量
寺
を
参
拝
。
ユ
ニ
ー
ク
な

ガ
ン
予
防
の
名
物
説
法
を
ま
じ
め
に
聞

き
、
ガ
ン
対
策
の
一
考
と
し
た
。
ま
た
、

石
窟
寺
を
モ
デ
ル
に
し
た
千
佛
洞
め
ぐ

り
を
暗
闇
の
な
か
年
に
も
似
合
わ
ず
「
キ

ャ
ア
キ
ャ
ア
ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ
あ
」
、
誰
で
も

持
っ
て
い
る
「
ポ
リ
ー
プ
」
も
吹
っ
飛
ぶ

勢
い
の
黄
な
い
声
を
張
り
上
げ
た
。 

旅
館
「
葵
」
に
つ
い
た
一
行
は
三
々

五
々
と
お
風
呂
に
入
り
、
そ
の
後
の
昼
食

で
で
た
酒
が
バ
カ
旨
か
っ
た
。
観
劇
で
は

芝
居
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
帰
路
に

は
海
鮮
市
場
に
寄
り
、
皆
ん
な
お
ど
け
る

ほ
ど
お
土
産
を
買
っ
た
。
昔
な
ら
「
農
休

み
」
の
こ
の
日
、
一
日
楽
し
く
遊
ん
で
会

費
五
千
円
は
と
っ
て
も
安
い
も
ん
だ
。 

・
老
人
会
の
衰
退 

 

平
成
二
十
二
年
度
で
み
る
と
新
城
市

の
老
人
会
の
組
織
は
一
〇
三
団
体
で
、
そ

の
う
ち
四
十
一
団
体
が
休
会
し
、
活
動
団

体
は
六
十
二
団
体
に
止
ま
る
。 

 

鳳
来
地
区
を
み
る
と
市
町
村
合
併
ま 

               

で
は
三
十
三
団
体
あ
っ
た
も
の
が
現
在

で
は
三
団
体
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
、
減
少
要
因
を
検
証
す
る
と
老
人

会
の
活
動
拠
点
が
中
央
集
中
的
で
各
種

行
事
、
役
員
会
等
々
、
ほ
と
ん
ど
が
市
中

心
部
行
わ
れ
る
。
老
人
会
の
会
員
は
六
十

五
歳
で
入
会
資
格
を
得
る
が
、
新
し
い
会

員
は
な
か
な
か
入
ら
な
く
、
老
人
会
の
高

齢
化
が
ど
の
地
域
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
平
均
年
齢
八
十
歳
以
上
の
組
織
で
あ

り
、
鳳
来
地
区
や
作
手
地
区
か
ら
新
城
ま

で
会
合
ご
と
の
自
動
車
の
運
転
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
へ
の
乗
り
合
わ
せ
は
心
配
さ 

               

れ
る
。
ま
た
、
八
十
歳
前
後
の
老
婆
会
員

は
時
代
的
に
ほ
と
ん
ど
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
役
員
も
引
き
受
け

ら
れ
な
い
な
ど
も
衰
退
の
大
き
な
要
因

と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
連
谷
明
老
ク
ラ
ブ
は

元
気
が
い
い
。
丸
山
惇
志
会
長
は
「
千
枚

田
が
頑
張
っ
て
お
る 

(

保
存
会
・
連
谷
お

助
け
隊
・
棚
田
っ
娘
・
学
童)

。
わ
し
ら
も 

頑
張
ら
に
ゃ
あ
」
と
言
う
。 

 
 
 

(

舜) 

視 

察 
 

六
月
二
十
日
、
静
岡
県
磐
田
市
寺
谷
土

地
改
良
区
一
行
五
十
名
が
四
谷
の
千
枚

田
を
訪
れ
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
あ
っ
た

が
霧
雨
が
醸
し
だ
す
段
々
田
ん
ぼ
の
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
垣
間
見
て
、
厳
し
さ
と

保
全
に
尽
く
す
百
性
に
同
じ
百
性
で
あ

り
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
条
件
で

頑
張
る
「
棚
田
の
守
り
人
」
に
敬
意
の
言

葉
を
多
く
頂
い
た
。 

棚
田
の
楽
耕 

 

六
月
二
十
三
日
、
メ
ン
バ
ー
五
家
族
十

六
名
は
自
ら
が
植
え
た
苗
が
早
苗
に
育

ち
稲
の
生
長
の
速
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
早
速
、

田
の
草
取
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
梅
取
り

に
妙
齢(

？)

な
女
性
陣
は
ト
ゲ
の
あ
る
梅

ノ
木
に
上
り
「
バ
ラ
か
じ
き
」
に
な
り
な

が
ら
も
梅
収
穫
に
余
念
が
な
か
っ
た
。 

念
仏
踊
り 

 

 

市
無
形
文
化
財
の
「
念
仏
踊
り
」
が
行

わ
れ
る
、 

四
谷
地
区 

西
組
共
新
連
・
中
老
衆 

八
月
十
三
日
、
海
源
寺 

八
月
十
四
日
、
小
山
舜
二
宅(

庭
受
け) 

千
枚
田
見
学 

・
八
月
一
日
、
刈
谷
土
地
改
良
区
五
十
名

が
小
水
力
発
電
装
置
と
棚
田
見
学
に
訪

れ
る
。 

・
八
月
四
日
、
豊
橋
市
主
催
に
よ
る
「
水

源
地
を
訪
ね
て
」
が
千
枚
田
を
舞
台
に
開

催
さ
れ
る
。 

    

行 
 

平
成
二
十
五
年
七
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


